
　

令和８年度宇宙関連事業調査等委託業務にかかる 

公募型プロポーザルの審査結果について 

 

１　審査 

以下の日程で審査委員会を開催し、参加申込み・企画提案書の提出があった４

者について、プレゼンテーションと質疑応答を実施した。 

・日時：令和８年６月22日（月）10:00～14:45 

・場所：高知県立大学・高知工科大学永国寺キャンパス地域連携棟１階B102 

地域開放教室（高知市永国寺町６番28号） 

 

２　審査項目及び配点 

　（１）企画提案の内容  75点 

　（２）実施体制及び業務実績 20点 

　（３）経費見積    5点 

 

３　審査方法 

プレゼンテーション及び質疑応答に基づいて各審査委員が審査（採点）を行っ

た後、審査委員全員の採点を集計し、候補者を選定した。 

 

４　審査結果 

　　別紙のとおり 

 

５　審査委員の主な意見 

・国や宇宙産業の理解はもちろんのこと、本県のスペースポートの実現可能性の検討

の背景、目的、過去の経緯をしっかり把握し、単に打ち上げ需要の有無でなく「高

知において顕在化する需要か」という点を強く認識できていた。 

・需要調査について、プロセスやロケットのサイズ・タイプを踏まえた方法が明確で

あり、国内外を含めて幅広く調査する点が良い。 

・デスクトップ調査だけでなく、各社へのヒアリング調査も多く行う点が良かった。 

・適地調査について、一般的な適地であっても、ロケット打ち上げ企業側の戦略との

一致がないと、ロケット打ち上げ企業が打ち上げることにならない。その点も考慮

した調査としてほしい。 

・事業収支の見通しについて、過去の調査内容を踏まえて、検討価値のあるスキーム

を提案しており、調査に期待が持てる。 

　 

 

100 点（審査委員一人あたり） 

　　×審査委員 5名＝合計 500 点



　

別紙 

 

○審査結果 

 

 

審査項目

候補者 次点者 ３位 ４位

 ＥＹ新日本有限 

責任監査法人
Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

 

1. 企 画

提 案 の

内容

（１）本業務に対する考え

方
２４ ２３ ２０ ２０

 

（２） 

調査 

項目

需要 ４８ ４２ ３０ ３６

 
適地 ４０ ４６ ３４ ３４

 事業収支の 

見通し
３８ ４０ ３８ ３６

 
スケジュール ２２ ２１ ２０ １８

 
経済波及効果 ４２ ４０ ３８ ３６

 
洋上射場 １９ ２３ １８ １７

 
（３）提言内容の検証 ４４ ４２ ３６ ３８

 （４）総合評価・取りまと

め
４６ ４６ ３８ ３６

 
2．実施体制及び業務実績 ９６ ９２ ７２ ７２

 
3．経費見積 ２０ ２１ ２０ ２０

 
総合得点 ４３９ ４３６ ３６４ ３６３


